
















































































































































































る「Bring Your Own Device」）それを使ってCall
の授業を行うべきではないかというご意見も聞
く。単に情報教室・PC教室としての使用ならば 
BYODも可能かと思われるが、語学習得を目的と
したCALLシステムはサーバ設置とサーバソフト
そしてクライアントソフトが複雑に絡み合ったシ
ステムであり、現時点ではBYODは残念ながら不
可能である。
　新キャンパスではどの程度のCALLを必要とす
る科目が開講されるのかという疑問もいただく。
もちろんそれは定かでないが、現在のCALL教室
の使用頻度から推定は可能である。現在の使用数
は（数字は2016年度の前後期平均）、英語英文学
科専門科目は47コマ、スペイン語学科専門科目
は2コマ、中国語学科専門科目は10コマ、国際文
化交流学科専門科目は9コマ、外国語科目（英語）
は60コマ、外国語科目（その他の外国語）は14
コマ、の合計142コマがCALL教室で行われた。
そのほか、他学部のものもいくつかある。新キャ
ンパスには、外国語学部英語英文学科・スペイン
語学科・中国語学科が移転、その他、国際文化交
流学科をその一翼とする新学部が定員を増やして
移転する。センターのシミュレーションによると、
それだけでも108コマはCALL教室を必要とする。
数が現在の横浜キャンパスより少ないのは、外国
語学部以外の学生を対象にした授業も現在CALL
教室で行われているためである。これだけで7－
8程度の教室が必要だが、これに経営学部がさら
に加わるため、やはり最低8教室は必要である。
　予算がいくらぐらい必要なのかという疑問もい
ただく。3年後のことは確たることはもちろん言
えないが、現在言語研究センターでは2018年度
末にふたつのCALL教室の機器更新を目指し学内
予算を申請中である。そこでは、これまでよりも
ずっと使いやすいようにノートPCを使用した
CALLシステムを提案している。またアクティブ
ラーニング室としても使用可能なように、机は可
動式とし、ノートPCは机に収納可能にしている。
また電子黒板も備えている。それでも節約に励み、
機能の絞込みをして、これまでにかかっていた費
用の2/3、すなわち1教室2000万円以内に抑える
ことが可能となった。もちろん、上述のように3
年後までにタブレットを使用したり、無線LAN
を使用したシステムが確立されればもう少し安価
になると思われる。なお、当然のことではあるが、
同様にセンターのシミュレーションでは、外国語
学部が新キャンパスに移転するまでの2020年度
末までは現在の10教室体制を維持する必要があ
る。しかし、2021年度からは4教室程度で十分と
なるので、長い目で見ればその6教室減の予算を
新キャンパスの8教室のCALL機器整備に回せば、
新キャンパス開学後もこれまでより大幅に整備・
維持予算が必要ということはない。
　以上、私がセンター所長になってから行ってき
たセンター関連業務のうち、かなり多くの割合を
占めてきた「CALL教室の運用そして整備」につ
いて積み重ねてきたものをこの機会にまとめとし
て書かせていただいた。今後の運用そして整備の
ための資料として何らかお役に立つことを期待す
る。もちろん、これからも皆様のご理解をいただ
きながら、言語研究センターとして学生の学修に
役に立つよう尽力していく所存であり、ご理解・
ご協力を賜れば幸いである。
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